













































































して、 「教職員の士気の高揚を図るj 、 f教育実践に取り組む環境をつくるj 、 fカリキュラム戦










程に直接影響を及ぼす「学習指導要領の改訂j、 「学校週五日制」、 f総合的な学習の時間J、 f学
力低下論j にどう向き合えばよし、かを論述している。そして、教育課程を経営する学校内部につい
て、 「教育課程を編成・実施・評価するシステムの見直しj 、 「関かれた学校の実現を図る校内組
織の整備j 、 「校長・教頭を支える組織の構築J、 「組織を機能させる組織文化の形成j の4点か
ら、既存の組織をどのように見直しを図り、新たな開発を行うべきかについて述べている。第2章
では、経営戦略の具体的な方策を探る手立てを)1慎序よく、次の3点に整理している。まずマネジメ
ントの総体を f内容j 、 「性格J、 f成果」の視点から分析していく過種を通して経営戦略の浸透




























































































f学校経営研究J第 32巻 2007 






































































『学校経営研究J第 32巻 2007 
このような認識に立つならば、リアリティのある文体で、現実世界に生きている学校集毘の経営
の本質を追究している本書は、今日の学校教育の再生を志向する教育実践者に不可欠な戦略的発想
や経営戦略をもったカリキュラムマネジメントの展開を留るためのエッセンスが凝縮されており、
自信をもってお奨めしたい一冊である。
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